
犬山市 都市整備部下水道課

令和５年度

犬山市下水道事業経営戦略改定審議会
（第４回）
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第１回審議会（R5年8月18日）
１．下水道事業の概要
２．犬山市下水道事業の現状分析
３．今後の課題

第２回審議会（R5年10月23日）
１．下水道計画区域について

第３回審議会（R5年12月22日）
１．下水道計画区域について
２．持続的な経営のための

取り組み方針について

第４回審議会（R6年2月26日）
１．第３回審議会の質問への回答
２．答申について
３．今後の検討内容や

スケジュールについて

第５回審議会（R6年3月19日）
１．答申について

※審議会の内容は進捗により変更する場合が
あります。

審議会のスケジュール



１－１．質問内容

１－２．回答内容

2

１．第３回審議会の質問への回答
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１－１．質問内容
（可児市の経費回収率が高い理由）

⚫犬山市の経費回収率は、67.6％(令和3年度）

※出典：総務省下水道事業経営指標令和3年度下水道事業経営指標・下水道使用料の概要
＜経費回収率とは＞

下水処理に要した費用（使用料で回収すべき費用）を、使用料収入で賄えている程度を表した指標
「 使用料収入 ÷ 汚水処理費 」 より算出される。

R3犬山市実績 521,741千円 / 771,390千円 ※249,649千円が不足

⚫近隣市町（江南、小牧、岩倉、扶桑、大口 52.2～88.6％）の平均程度

⚫愛知県平均（76.8％）、全国平均（82.3％）に比べて低い。

⚫岐阜県の近隣市町村（88.6～128.1％）および岐阜県平均（88.9％）に比べて低い。

⚫公営企業の独立採算の原則から、経費回収率は100％以上を目指す必要がある。

処理場を有する自治体
（単独公共下水道） 岐阜県側の近隣自治体

処理場を有さない自治体
（流域関連公共下水道）

経費回収率

（第３回審議会資料より）



102.24 107.34

88.78 84.96

140.50

114.15

136.31

98.62

131.91

90.31

124.08 128.11

155.29 154.98

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

犬山市 江南市 小牧市 岩倉市 稲沢市 北名古屋市 大口町 扶桑町 春日井市 瀬戸市 尾張旭市 各務原市 美濃加茂市 可児市

愛知県平均（118.17 円／㎥） 全国平均（153.33 円／㎥）

4

⚫可児市の下水道使用料は、154.98円/㎥であり、愛知県平均（118.17円/㎥）や
全国平均（153.33円/㎥）より高い。

⚫犬山市の下水道使用料（102.24円/㎥）と比較すると、約1.5倍である。

１－２．回答内容
（下水道使用料について）

下水道使用料

＜下水道使用料単価とは＞
下水道事業を運営していくために、下水道使用者より徴収している下水道使用料の1㎥あたりの単価

「使用料収入÷ 年間有収水量」 より算出される。

※出典：総務省下水道事業経営指標令和3年度下水道事業経営指標・下水道使用料の概要
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⚫可児市の使用料体系は、犬山市の使用料体系より単価設定が高い。
→汚水量20㎥においては、約2倍の下水道使用料となる。

１－２．回答内容
（使用料体系について）

※出典：犬山市HP（令和6年2月現在）

※出典：可児市HP（令和6年2月現在）

例） 汚水量20㎥による下水道使用料（税抜き）
【可児市】
①基本使用料
→670円

②従量使用料
→10 ㎥ × 80 円/㎥ ＋ 10 ㎥ × 150 円/㎥ ＝ 2,300 円

下水道使用料 ： 670円（①） ＋ 2,300 円（②） ＝ 2,970円

【犬山市】
①基本使用料（10 ㎥まで） ②超過使用料
→1,100円 →10 ㎥ × 44 円/㎥＝ 440 円

下水道使用料 ： 1,100円（①） ＋440円（②） ＝ 1,540円
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⚫可児市の汚水処理原価は、120.97円/㎥であり、愛知県平均（153.77円/㎥ ）や全国
平均（186.40円/㎥）より低い。

⚫犬山市の汚水処理原価（151.16円/㎥）と比較すると、約0.8倍である。

汚水処理原価

※出典：総務省下水道事業経営指標令和3年度下水道事業経営指標・下水道使用料の概要
＜汚水処理原価とは＞

維持管理費など、1㎥あたりの汚水を適切に処理するために要する汚水処理費

「汚水処理費÷ 年間有収水量」 より算出される。
・汚水処理費は、『汚水資本費』と『維持管理費』から構成される。

・汚水資本費は、管きょを含む汚水処理施設の建設費のうち、使用料として回収すべき費用。
・維持管理費は、電気代や修繕費など、日常の下水道施設の維持管理に係る費用。

１－２．回答内容
（汚水処理原価について）
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＜経費回収率について＞
可児市は、下水道使用料 ： 154.98円/㎥、汚水処理原価 ： 120.97円/㎥と、下水道
使用料 ＞ 汚水処理原価となっており、全国平均と比較しても、下水道使用料は高く、
汚水処理原価は低い。
その結果、経費回収率が高くなっている。（128.1％）

（参考 下水道使用料） 全国平均 ： 153.33円/㎥ 犬山市 ： 102.24円/㎥
（1.52倍）

可児市 ： 154.98円/㎥
（1.01倍）

（参考 汚水処理原価） 全国平均 ： 186.40円/㎥ 犬山市 ： 151.16円/㎥
（0.80倍）

可児市 ： 120.97円/㎥
（0.65倍）

１－２．回答内容
（まとめ）



２－１．本審議会の諮問

２－２．本審議会の答申について
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２．答申について



３－１．犬山市下水道事業経営戦略改定審議会の今後の検討事項

３－２．スケジュール予定
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３．今後の検討内容やスケジュールについて
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３－１．犬山市下水道事業経営戦略改定審議会
の今後の検討事項

犬山市下水道事業経営戦略改定審議会の検討内容（予定）
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３－２．スケジュール予定

経営戦略の見直しおよび使用料の検討スケジュール予定（令和5年度～令和6年度）

審議会の進捗状況により変更する場合があります


